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取付け勝手参考図
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※外開き扉部分に使用されますと、閉じ込め事故等が起こる恐れがありますので 
 絶対にしないでください。

※この商品は手すり棒先端のキャッチソケットが受側ブラケットに確実にセット 
されている時に強度が保持されます。受側ブラケットにセットされた時には、毎回
確実にセットされていることをご確認ください。

※�この商品は、手すり棒を垂直にセットした（キャッチソケットをキャッチブラ
ケットにセットした）状態で、縦手すりとしてご使用いただけます。

　�手すり棒先端のキャッチソケットがキャッチブラケットに確実にセットされて
いる時に、強度が保持されます。キャッチブラケットにセットされた時には、毎回
確実にセットされていることをご確認ください。

※受側ブラケット・キャッチブラケットからはずされた時に手前に引っ張るなどの
力がかかると壊れる恐れがありますので絶対にしないでください。

※軸側ブラケット面付に潤滑剤等を塗布されますと作動不良の原因となりますの
で絶対にしないでください。

警告

1.左右勝手を確認し、受側ブラケットを組み立てる。

取付け勝手に合わせて受側
ブラケットを組立てる。

※図は左勝手

注）�キャッチブラケットと脚金具を
取付ける方向が異なる。

上下反転することで、左右勝手
兼用可能。
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※�使用時に手すり棒が急落下しない回
転の硬さに設定しているため、取付け
時に回転させる場合には両側に手す
り棒を差し込んで回転させる。

■受側ブラケット組立て手順 ■受側ブラケット面付外観図
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●φ32アダプターははずさない。
●連続手すり側に φ32

木製手すり棒を使用する場合はス
ペーサーを使用する。

■φ 32 手すり棒を使用する場合

�¤�ï�Å�©�ß�¿�Ó●エンドキャップの脱落防止のため、 
必ずねじ止めする。

■連続手すりとして使用しない場合
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※図は左勝手

2.φ35手すり棒を取付ける場合は、φ32アダプターを取りはずす。

軸側ブラケット面付と受側ブラケットが同じ高さになる様、お客様と位置を決
め取付ける。

3.軸の開閉勝手方向を確認する。
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手すり棒長さ：スペーサーを使用しない場合　Ｗ寸法　－118.5mm
　　　　　　：スペーサーを使用する場合　　Ｗ寸法　－122.5mm

4.取付け部のブラケットピッチ（Ｗ）を測り、手すり棒をカットする。
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5.�カットした手すり棒に、キャッチソケットを差し込み、 
ねじ止めする。
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6.�キャッチソケットを取付けた手すり棒を、軸側ブラケット面付に
差し込み、仮止めして作動確認し、ロックが掛かるか確認する。
確認後本締めする。

◎�手すり棒が垂直でロックされる位置にブ
ラケットを固定する。

◎�下地材があることを確認する。
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7.�手すり棒が垂直になる位置にキャッチブラケットを取付ける。

■遮断機式手すり軸側面付ブラケットの施工方法

※�手すり棒にねじ止めする場合は、必ずφ2.8mmの下穴をあける。
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遮断機式手すりブラケット直角型N 遮断機式手すりジョイント（支柱式の場合）

襖用脱着手すりブラケットN／内々脱着手すりブラケットN
1.左右勝手を確認し、軸側ブラケットの向きを確認する。

■φ 32 手すり棒を使用する場合 スペーサー
厚さ４mm

φ32アダプター
●φ32アダプターははずさない。
●連続手すり側に φ32

木製手すり棒を使用する場合はス
ペーサーを使用する。

右勝手 左勝手

4.カットした手すり棒に、ラッチソケットを差し込み、
ねじ止めする。

ラッチソケット

上下２箇所ねじ止めする。

上

下
[＋丸皿タッピンねじ3.5×20]

5.ラッチソケットを取付けた手すり棒を、軸側ブラケット面付け
に差し込み、スライドツマミが床面と水平になる位置で、ね
じ止めする。

スライドツマミが床面と水平に。

上下２箇所ねじ止めする。
[＋丸皿タッピンねじ3.5×20]

6.キャッチプレートを壁に当てて、手すり棒が水平になる位置
で取付ける。

キャッチプレート

キャッチプレート

ラッチソケット

上

[＋丸皿タッピンねじ3.5×40]

・手すり棒が水平になる位置で固定。

・２mm程度のクリアランスが必要。

2.φ35手すり棒を取付ける場合は、φ32アダプターを取りはずす。

ラッチソケット

キャッチブロック
面付

　　　　　φ35木製手すり棒（別売）
又は

トイレ肘置き手すり棒（別売） 
[遮断機手すり側]

φ32アダプターを
取りはずす。
（出荷時は取付けた状態。）

　　　　　　φ35木製手すり棒（別売）
[連続手すり側]

軸側ブラケット
面付

キャッチプレート

※図は左勝手

3.取付け部のブラケットピッチ（Ｗ）を測り、手すり棒をカットする。

ブラケットピッチ（W）

軸側ブラケット面付

（スペーサー取付け時81.5）

キャッチプレート

手すり棒55 77.5

のみ込み
30

のみ込み
30

24 24
9 9

29
29

17
.5

17
.5

ブラケット座寸法

手すり棒長さ：スペーサーを使用しない場合　Ｗ寸法　–132.5mm
　　　　　　：スペーサーを使用する場合　　Ｗ寸法　–136.5mm

取付け勝手
参考図

エンドキャップ
■連続手すりとして使用しない場合
●エンドキャップの脱落防止のため、必ず

ねじ止めする。 ※�外開き扉部分に使用されますと、閉じ込め事故等が起こる恐れがありますの
で絶対にしないでください。

※この商品は手すり棒先端のラッチソケットがキャッチプレートに確実にセッ
トされている時に強度が保持されます。キャッチプレートにセットされた時に
は、毎回確実にセットされていることをご確認ください。

※�手すり棒を垂直にセットした（ラッチソケットをキャッチブロック面付にセッ
トした）状態で、縦手すりとして使用しないでください。

※�手すり棒を垂直にセットする場合、セットが不十分だと事故や作動不良の原
因となりますので手すり棒先端のラッチソケットがキャッチブロック面付に
確実にセットされていることをご確認ください。

※�キャッチプレート・キャッチブ
ロック面付からはずされた時に
手前に引っ張るなどの力がかか
ると壊れる恐れがありますので
絶対にしないでください。

※�軸側ブラケット面付に潤滑剤等
を塗布されますと作動不良の原因となりますので絶対にしないでください。

警告

ラッチソケット
先端が隠れる

斜めになる

ラッチソケット

キャッチブロック
面付け

水平になる

■軸側ブラケット面付け外観図
　上下反転することで、左右勝手兼用可能。

右勝手 左勝手

はね上げた状態がＬ字型に
見える場合が左勝手

はね上げた状態が逆Ｌ字型に
見える場合が右勝手

※�使用時に手すり棒が
急落下しない回転の
硬さに設定している
ため、取付け時に回転
させる場合には両側
に手すり棒を差込ん
で回転させる。

7.キャッチブロック面付を取付ける。
キャッチブロック

面付

52.5

9

クリアランス目安
=9mm

■遮断機式手すりブラケット直角型Nの施工方法

※�手すり棒にねじ止めする場合は、必ずφ2.8mmの下穴をあける。
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遮断機式手すりブラケット直角型N 遮断機式手すりジョイント（支柱式の場合）

襖用脱着手すりブラケットN／内々脱着手すりブラケットN
1.左右勝手を確認する。

支柱の中心から手すり棒が52.5mm（φ32の場合は62.6mm）出る
ように、長さを調節する。※①

4.

3.室内用手すり支柱ピッチが下記寸法以内であることを確認する。
・ ホワイトアッシュ・ヨーロピアンビーチ集成材
…1050mm以内（φ32の場合、900mm以内）

右勝手 左勝手

取付け勝手
参考図

8.キャッチソケットが付いた手すり棒を軸側ジョイントに差し込み、
ねじ止めする。
キャッチソケットと受側ブラケットは1.5mm程度のクリアランスを
取る。

2.φ35手すり棒を取付ける場合は、φ32アダプターを
取りはずす。

φ35・32手すり棒ホワイトアッシュ・ヨーロピアンビーチ集成材（別売）
※強化コート手すり棒は使用不可

ⓐ

　　　　　　φ35手すり棒を使用
する場合はφ32アダプターを
取りはずす。
（出荷時は取付けた状態。）

ラッチソケット

キャッチソケット

ⓐ

軸側ジョイント

■軸側ブラケット外観図
左右反転することで、左右勝手兼用可能。

右勝手 左勝手 ※使用時に手すり棒が急落下しな
い回転の硬さに設定しているた
め、取付け時に回転させる場合に
は両側に手すり棒を差込んで回
転させる。

5.遮断機式手すりジョイントの両側には必ず支柱又はブラケット
を２本（個）ずつ以上設置する。

52.5（φ32の場合は62.6mm）※①

支柱ピッチ 必ず両側に２本ずつ以上設置してください。■支持部材の数量

ａ ａ
52.5（φ32の場合は62.6mm）※①

※① ブラケットを使用した場合は寸法が異なる。

キャッチソケット
－232mm
（φ32の場合は－252.2mm）

　　
　
ｉｉ

ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ 上下２箇所ねじ止めする。

上

下 ［＋丸皿タッピンねじ3.5×20］

のみ込み30

手すり棒長さ＝支柱ブラケットピッチから、－232ｍｍ
（φ32の場合は－252.2mm）

カットした後キャッチソケットを差し込み、ねじ止めする。

7.手すり棒をカットする。

※外開き扉部分に使用されますと、閉じ込め事故等が起こる恐れがあり
ますので絶対にしないでください。

※この商品は手すり棒先端のキャッチソケットがラッチソケットに確実
にセットされている時に強度が保持されます。ラッチソケットにセット
された時には、毎回確実にセットされていることをご確認ください。

※�ラッチソケットからはずされた時に手前に引っ張るなどの力がかかる
と壊れる恐れがありますので絶対にしないでください。

※�軸側ジョイントに潤滑剤等を塗布されますと作動不良の原因となりま
すので絶対にしないでください。

警告

6.�ラッチソケット、軸側ジョイントを床面と水平になる位置で固定
する。

ブラケットを使用する場合は、
※②103.5mm、※③156.5mm

ブラケットを使用する場合は、
※②108.5mm、※③161.5mm

50 60

（φ32の場合は111.1mm）（φ32の場合は166.2mm）
101 154

ラッチソケット 軸側ジョイント
スライドツマミが
床面と水平に。

のみ込み30 のみ込み30

ａ ａ

受部分の幅が50mmの 受部分の幅が60mmの

■遮断機式手すりジョイントの施工方法

※�手すり棒にねじ止めする場合は、必ずφ2.8mmの下穴をあける。

　�遮断機式ジョイント両側の支持部材に支柱とブラケットを併用しない。

　※支柱及びブラケットは以下の組合せ以外は使用不可。

端部ブラケットは
ソケットの併用も可

※支持部材 4箇所が
　全て支柱の場合

※支持部材 4箇所が
　全てブラケットの場合
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襖用脱着手すりブラケットN／内々脱着手すりブラケットN 襖用脱着手すり連続用ブラケット
■襖用脱着手すりブラケットNの施工方法

■内々脱着手すりブラケットNの施工方法

1.φ35 手すり棒（35 襖用脱着手すり棒）を取付ける場合は、 
φ32アダプターを取りはずす。

φ32手すり棒（32襖用脱着手すり棒）を取付ける場合
●φ32アダプターははずさない。
●連続手すり側に　　　　　　　 φ32 手すり棒を使用する
場合はスペーサーを使用する。

連続手すりとして使用しない場合
●エンドキャップの脱落防止のため、必ずねじ止めする。

襖用脱着手すり棒を使用する場合は
同梱のドリルねじを使用。

受側ブラケット

キャッチソケット

キャッチソケット

受側ブラケット

φ32アダプターを
取りはずす。
（出荷時は取付けた状態。）

2.片方の受側ブラケットを取付ける。 
（説明では右を先に取付ける。）

受側ブラケット
右

25mm
扉枠

手すり高さ

ベースプレート ベースプレート

3.ブラケットピッチを決めて手すり棒をカットする。

受側ブラケット
右

受側ブラケット
左

ブラケットピッチ キャッチソケット
（のみ込み30）

－82mm

ブラケット座寸法

4.片方のキャッチソケットを差し込み、
手すり棒とねじ止めする。

キャッチソケット

キャッチソケット

上下２箇所ねじ止めする。

［⊕丸皿タッピンねじ3.5×20］

上

下

5.左側の受側ブラケットを取付ける。

※受側ブラケットを押し当てて
　ガタの無いように止める。
※手すり棒が水平になる位置で固定。 ［正面から見た図］

・1.5mm程度の
  クリアランスが
  必要。

・1.5mm程度の
  クリアランスが 
  必要。

6.受側ブラケットを取付けた後、
キャッチソケットをねじ止めする。

キャッチソケットの固定位置を左右対称に止める。

1.φ35 手すり棒（35襖用脱着手すり棒）
を取付ける場合は、φ32アダプターを
取りはずす。

5.ラッチソケットが付いた手すり棒を取付ける。

φ32 手すり棒（32 襖用脱着手すり棒）を
使用する場合

●φ32アダプターは
　はずさない。

3.手すり棒をカットする。　

4.カットした手すり棒の両側にラッチソケット
を差し込み、ねじ止めする。

上下２箇所ねじ止めする。
［⊕丸皿タッピンねじ3.5×20］

注）両側のラッチソケットの上下位置
を合わせ、ねじれ位置にならない
様に止める。ラッチの噛み込みな
どの誤動作の原因になる。

［正面から見た図］

6.各部品がしっかり固定されているか、
ロックが掛かるか、動作確認を行う。

2.キャッチプレートを取付ける。

正面から見た図

※�外開き扉部分に使用されますと、閉じ込め事故
等が起こる恐れがありますので絶対にしないで
ください。

※�この商品は手すり棒がキャッチプレートに確実
にセットされている時に強度が保持されます。
キャッチプレートにセットされた時には毎回確
実にセットされていることをご確認ください。

※�ケガ・床の破損・部品の破損の原因になりますの
で手すり棒の落下には十分ご注意ください。

警告

扉枠からブラケットのセンターピッチで２５mm以上離す。レバーハンドルなどに手
すり棒が当たる場合は別途ベースプレートで対応する。
注）廊下等の横手すりと連続で使用する場合は、その高さも合わせる。

手すり棒長さ＝ブラケットピッチから、－82ｍｍカットする。

・手すりとレバーハンドルとが当たる場合は、
　ベースプレートで対応する。

（襖用脱着手すり棒の場合はドリルねじを使用す
る｡）

両側に取付ける高さなどの位置は同じにする。 手すり棒長さ＝取付け間口寸法から、
－110ｍｍカットする。

（襖用脱着手すり棒の場合はドリルねじを使用する｡）

手すり棒を上面からキャッチプレートに落とし込む。両側
のラッチがキャッチプレートに確実に入っていることを確
認する。

取りはずしは両側のツマ
ミを内スライドさせ、ラッ
チを解除してから持ち上
げる。

もう一方のキャッチソケットを手すり棒に差し込み、両端を受側ブラケットにセット
して手すり棒が水平になる位置で、先に受側ブラケットをねじ止めする。
注） 両側の受側ブラケットの上下位置を合わせ、ねじれ位置にならない様に止める。
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襖用脱着手すりブラケットN／内々脱着手すりブラケットN 襖用脱着手すり連続用ブラケット
■襖用脱着手すり連続用ブラケットの施工方法
1.φ35手すり棒（35襖用脱着手すり棒）を取付ける場合は、 

φ32アダプターを取りはずす。

2.「BF-26襖用脱着手すりブラケットN（別売）」の片方の受側
ブラケットを取付ける。（説明では右を先に取付ける。）

3.ブラケットピッチを決めて手すり棒をカットする。

4.片方のキャッチソケットを差し込み、手すり棒とねじ止めする。

5.受側ブラケット連続用を取付ける。

6.手順2.〜5.を繰り返し、受側ブラケット連続用の左側部も
取付ける。

※�「BF-26襖用脱着手すりブラケットN（別売）」の施工手順も 
確認しながら、施工する。

襖用脱着手すり棒を使う場合は
同梱のドリルねじを使用。

アダプターを
取りはずす。

アダプターを
取りはずす。

扉枠からブラケットのセンターピッチで25mm以上離す。

注）廊下等の横手すりと連続で使用する場合は、その高さも合
わせる。

・手すりとレバーハンドルとが当たる場合は、
 ベースプレートで対応する。

・手すりとレバーハンドルとが当たる場合は、
 ベースプレートで対応する。

■�φ32手すり棒（32襖用脱着手すり棒） 
を取付ける場合

●φ32アダプターははずさない。
●�連続手すり側にBAUHAUSφ32手すり棒 

を使用する場合はスペーサー省スペース用 
を使用する。

手すり棒長さ＝ブラケットピッチから、−102mmカットする。

襖用脱着手すり棒の場合はドリルねじを使用する。

もう片方のキャッチソケットを手すり棒に差し込み、両端を受側ブラケット
（連続用）にセットして、手すり棒が水平になる位置で、先に受側ブラケット
連続用をねじ止めする。
注）�両側の受側ブラケット（連続用）の上下位置を合わせ、ねじれ位置になら

ないように止める。
受側ブラケット連続用を取付けた後、もう片方のキャッチソケットをねじ止め
する。

受側ブラケット連続用に貼っている仮固定テープをはがす。（2箇所）

[＋丸皿タッピンねじ3.5×20]
[＋皿ドリルねじ3.5×19]

上下2箇所ねじ止めする。

受側ブラケット連続用を押し当てて
ガタの無いように止める。

※手すり棒にねじ止めする場合は、必ず下穴をあける。
　・下穴径…φ2.8㎜
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傾斜部に遮断機式手すりブラケットNを使用する場合は、
必ず軸側ブラケット横受けが傾斜下部になるように取付ける。
また、４０°を超える傾斜部では、使用不可。

襖用脱着手すり省スペース用ブラケット

自在ジョイント、Lコーナー使用時は
両側にブラケットが必要。

直ジョイント位置は
ブラケットより100㎜以内とする。

※ジョイントブラケットカバー付（BD/BE-63）を除く

縦枠用持出スリムブラケットカバー付を扉が開く方向に
設置すると扉と干渉して閉じ込めの原因となる。

32真壁用スリムエンド、32真壁用スリム通し
ブラケットカバー付を使用する際は柱ピッチ
910mm以内とする。

室内用手すり支柱と壁付ブラケットを併用する場合は
出幅調整ブラケット又はN自在ジョイントを使用する。

施工注意 施工不可

900㎜以内
※φ32の場合700㎜以内
ロングスパン1400の場合　　

1400㎜以内　　

900
㎜以
内

※φ
32の
場合
700
㎜以
内

ロン
グス
パン
140
0の
場合
140
0㎜
以内

階段部における水平距離でのブラケットピッチ測定
は不可。

a＜bとなる。
※b≦89.3mm（φ35の場合）
≦93.3mm（φ32の場合）

※φ32の場合
　140mmまで

出幅調整
ブラケット

150m
mまで※

500m
m以内

N自在
ジョイント壁

ブラケット
横型

支柱b

a

40°以
内

軸側ブラケット横受け

受側ブラケット

■襖用脱着手すり省スペース用ブラケットの施工方法
※�両側のブラケットを当商品にする場合についてご説明しております。（当商品が2セット必要です）

1.�φ35 手すり棒（35襖用脱着手すり棒）を取付ける場合は、 
φ32アダプターを取りはずす。

2.�片方の受側ブラケット省スペース用を取付ける。（説明では右を
先に取付ける。）

5.�左側の受側ブラケット省スペース用を取付ける。

6.�受側ブラケット省スペース用を取付けた後、もう片方のキャッチ
ソケットをねじ止めする。

4.�片方のキャッチソケットを差し込み、手すり棒とねじ止めする。

扉枠からブラケットのセンターピッチで25mm以上離す。

もう片方のキャッチソケットを手すり棒に差し込み、両端を受側ブラケット省
スペース用にセットして、手すり棒が水平になる位置で、先に受側ブラケット
省スペース用をねじ止めする。
注）�両側の受け側ブラケット省スペース用の上下位置を合わせ、ねじれ位置

にならないように止める。

■φ 32 手すり棒（32 襖用脱着手すり棒）を取付ける場合
●φ32アダプターははずさない。

・手すりとレバーハンドルとが当たる場合は、
 ベースプレートで対応する。

・手すりとレバーハンドルとが当たる場合は、
 ベースプレートで対応する。

3.�ブラケットピッチを決めて手すり棒をカットする。

手すり棒長さ＝ブラケットピッチから、−82mmカットする。

[＋丸皿タッピンねじ3.5×20] 又は [＋皿ドリルねじ3.5×19]

上下2箇所ねじ止めする。

受側ブラケット省スペース用を押し当てて
ガタの無いように止める。

※�手すり棒にねじ止めする場合は、必ず下穴をあける。
　・下穴径…φ2.8㎜

襖用脱着手すり棒を使う場合は
同梱のドリルねじを使用。

アダプターを
取りはずす。

※�外開き扉部分に使用されますと、閉じ込め事故
等が起こる恐れがありますので絶対にしないで
ください。

※�この商品は手すり棒がキャッチプレートに確実
にセットされている時に強度が保持されます。
キャッチプレートにセットされた時には毎回確
実にセットされていることをご確認ください。

※�ケガ・床の破損・部品の破損の原因になりますの
で手すり棒の落下には十分ご注意ください。

警告
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必ず軸側ブラケット横受けが傾斜下部になるように取付ける。
また、４０°を超える傾斜部では、使用不可。

襖用脱着手すり省スペース用ブラケット

自在ジョイント、Lコーナー使用時は
両側にブラケットが必要。

直ジョイント位置は
ブラケットより100㎜以内とする。

※ジョイントブラケットカバー付（BD/BE-63）を除く

縦枠用持出スリムブラケットカバー付を扉が開く方向に
設置すると扉と干渉して閉じ込めの原因となる。

32真壁用スリムエンド、32真壁用スリム通し
ブラケットカバー付を使用する際は柱ピッチ
910mm以内とする。

室内用手すり支柱と壁付ブラケットを併用する場合は
出幅調整ブラケット又はN自在ジョイントを使用する。

施工注意 施工不可
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お客様へ

　　　　　　 木製手すりシリーズは、動作補助又は歩行補助を目的に設置する手すり部材です。
落下の危険がある場所、屋外や水まわりにはご使用にならないでください。

お手入れについて
●長年ご使用になるとボルトやねじ類がゆるむことがありますので、定期的にゆるみを確認し、締め直してください。
●お手入れは中性洗剤をうすめて使用してください。シンナー・ベンジン等の石油系溶剤は絶対にご使用にならな
　いでください。色ムラやはがれの原因となります。

木製手すり棒のお手入れについて
当社の手すり棒に採用しておりますアッシュ材には、耐久性・耐薬品性に優れたポリウレタン塗装を採用しており
ます。
注）塩素系消毒剤での清掃（殺菌）を行う場合は、以下の条件にて行うようにしてください。
●塩素系消毒剤の濃度は0.1％以下としてください。
●塩素系消毒剤を雑巾などに含ませた後、固く絞り手早く拭いてください。
●塩素系消毒剤が一箇所に溜まらないようにしてください。（特に隅など）
●木口など直接木部（素地）に塩素系消毒剤が染み込まないようにしてください。
　素地に染み込むと変色する恐れがあります。
●その他、塩素系消毒剤における使用方法に従い作業を行うようにしてください。
注）当社の強化コート手すり棒は、塩素系消毒剤での掃除には適しておりません。

品質
●　　　　　  木製手すり棒は、主にヨーロピアンビーチ材またはアッシュ材を使用しています。ヨーロピアン
ビーチは家具やフローリングにも使用される、重硬かつ緻密で仕上りも美しい木材です。またアッシュは野球の
バットや車のハンドル、家具などに使用される、強靭で硬さに優れ、衝撃に強い木材です。それぞれ三層の集成
材にし、反りやねじれの少ない手すり棒にしました。

●建築基準法による建材のホルムアルデヒド放散量規制では、手すりはその対象に含まれておりません。しかし
　　　　　  ではお使いになられる方への配慮として、ホルムアルデヒドの拡散が少ない材料を使用していま
す。その数値は集成材の日本農林規格に基づく測定により、ホルムアルデヒド放散量平均0.3mg/ℓ、最大
0.4mg/ℓ以下（F☆☆☆☆相当）となっています。

●　　　　　  木製手すり棒（アッシュ材）は、
　American Tree Farm Systemに加盟する材料メーカーから、
　計画植林された原材料を購入し、使用しています。 計画植林材使用

ベースソケット

室内用手すり支柱

500m
m以内

施工の際のご注意
●施工の際には必ず付属されている「取扱説明書」等に従い施工してください。
●商品の改造・変更等をしないでください。
●他社品、他シリーズとの併用はおやめください。強度不足や取付けの不具合を招くおそれがあります。
●本シリーズは屋内用です。屋外ではご使用にならないでください。
●安全を優先し強度のある硬い木材を使用しています。取付けの際は必ず下穴をあけてねじで止めてください。
　木材のひび割れの原因となります。
●アンカー類をご使用になる場合は、下穴が所定の寸法よりも大きくなると取付け強度が低下しますのでご注意ください。
●記載の施工例はあくまで一事例です。下地の止め方等、他の取付け方法もございますので、特殊な納まり、取付
け方法で施工される場合は必ず販売店にお問合せの上、ご確認ください。

●遮断機式手すりシリーズで　　　　　  以外の手すり棒をご使用の場合は、必ず耐荷重120kg以上のものをお
使いください。またお使いになる手すり棒の条件（取付けピッチ）をお守りください。

注意すべき施工例

安全にお使いいただくために
●この手すりシリーズに墜落防止の機能はありません。（P.❾表記載の組みあわせを除く）
●転倒・転落を防ぐため、階段などの段差付近や足元が滑りやすい場所では、必ず手すりを連続させてください。
●商品に乗ったりぶらさがったりしないでください。けがをする恐れがあります。
●商品をむやみに揺すったり、ぶつかったりしないでください。故障や破損の原因となります。
●商品のそばでゴミ等を焼くなど、熱を与えないでください。変形の原因になります。

ブラケット位置でのジョイント不可。

※ジョイントブラケットカバー付（BD/BE-63）、
　通しブラケット（BD/BE-02、06）、
　ステンレス通しブラケット横型（BDS/BES-02）
　は除く

支柱及びブラケットの1個使い
は不可。

スペーサー

スペーサーの複数枚重ね不可。

施工注意 施工不可

Lコーナー

室内用手すり支柱で自在ジョイント、Lコーナー使用時
は支柱の1本使い不可。

BFエンドキャップに無理な力が加わるような箇所には
施工しない。体重をのせたり、握って押したり引いたり
すると脱落・転倒の原因となる。

室内用手すり支柱１本とベースソケットを併用する
際は、ピッチ500mm以内とする。

BFエンドキャップ

転倒・転落を防ぐため、階段などの段差付近や足元が滑
りやすい場所では、必ず手すりを連続させる。
手すりが途切れていると、万一の転倒時エンドブラケット
や手すり端部に予期せぬ荷重がかかる恐れがある。

転倒・転落時、不意に掴む恐れのある箇所には、エンドブラケット
金属カバー付（BD-64、BE-64）を使用する。

BD（E）-01

BD（E）-36

BD（E）-46
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お客様へ

　　　　　　 木製手すりシリーズは、動作補助又は歩行補助を目的に設置する手すり部材です。
落下の危険がある場所、屋外や水まわりにはご使用にならないでください。

お手入れについて
●長年ご使用になるとボルトやねじ類がゆるむことがありますので、定期的にゆるみを確認し、締め直してください。
●お手入れは中性洗剤をうすめて使用してください。シンナー・ベンジン等の石油系溶剤は絶対にご使用にならな
　いでください。色ムラやはがれの原因となります。

木製手すり棒のお手入れについて
当社の手すり棒に採用しておりますアッシュ材には、耐久性・耐薬品性に優れたポリウレタン塗装を採用しており
ます。
注）塩素系消毒剤での清掃（殺菌）を行う場合は、以下の条件にて行うようにしてください。
●塩素系消毒剤の濃度は0.1％以下としてください。
●塩素系消毒剤を雑巾などに含ませた後、固く絞り手早く拭いてください。
●塩素系消毒剤が一箇所に溜まらないようにしてください。（特に隅など）
●木口など直接木部（素地）に塩素系消毒剤が染み込まないようにしてください。
　素地に染み込むと変色する恐れがあります。
●その他、塩素系消毒剤における使用方法に従い作業を行うようにしてください。
注）当社の強化コート手すり棒は、塩素系消毒剤での掃除には適しておりません。

品質
●　　　　　  木製手すり棒は、主にヨーロピアンビーチ材またはアッシュ材を使用しています。ヨーロピアン
ビーチは家具やフローリングにも使用される、重硬かつ緻密で仕上りも美しい木材です。またアッシュは野球の
バットや車のハンドル、家具などに使用される、強靭で硬さに優れ、衝撃に強い木材です。それぞれ三層の集成
材にし、反りやねじれの少ない手すり棒にしました。

●建築基準法による建材のホルムアルデヒド放散量規制では、手すりはその対象に含まれておりません。しかし
　　　　　  ではお使いになられる方への配慮として、ホルムアルデヒドの拡散が少ない材料を使用していま
す。その数値は集成材の日本農林規格に基づく測定により、ホルムアルデヒド放散量平均0.3mg/ℓ、最大
0.4mg/ℓ以下（F☆☆☆☆相当）となっています。

●　　　　　  木製手すり棒（アッシュ材）は、
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　計画植林された原材料を購入し、使用しています。 計画植林材使用
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施工の際のご注意
●施工の際には必ず付属されている「取扱説明書」等に従い施工してください。
●商品の改造・変更等をしないでください。
●他社品、他シリーズとの併用はおやめください。強度不足や取付けの不具合を招くおそれがあります。
●本シリーズは屋内用です。屋外ではご使用にならないでください。
●安全を優先し強度のある硬い木材を使用しています。取付けの際は必ず下穴をあけてねじで止めてください。
　木材のひび割れの原因となります。
●アンカー類をご使用になる場合は、下穴が所定の寸法よりも大きくなると取付け強度が低下しますのでご注意ください。
●記載の施工例はあくまで一事例です。下地の止め方等、他の取付け方法もございますので、特殊な納まり、取付
け方法で施工される場合は必ず販売店にお問合せの上、ご確認ください。

●遮断機式手すりシリーズで　　　　　  以外の手すり棒をご使用の場合は、必ず耐荷重120kg以上のものをお
使いください。またお使いになる手すり棒の条件（取付けピッチ）をお守りください。

注意すべき施工例

安全にお使いいただくために
●この手すりシリーズに墜落防止の機能はありません。（P.❾表記載の組みあわせを除く）
●転倒・転落を防ぐため、階段などの段差付近や足元が滑りやすい場所では、必ず手すりを連続させてください。
●商品に乗ったりぶらさがったりしないでください。けがをする恐れがあります。
●商品をむやみに揺すったり、ぶつかったりしないでください。故障や破損の原因となります。
●商品のそばでゴミ等を焼くなど、熱を与えないでください。変形の原因になります。

ブラケット位置でのジョイント不可。

※ジョイントブラケットカバー付（BD/BE-63）、
　通しブラケット（BD/BE-02、06）、
　ステンレス通しブラケット横型（BDS/BES-02）
　は除く

支柱及びブラケットの1個使い
は不可。

スペーサー

スペーサーの複数枚重ね不可。

施工注意 施工不可

Lコーナー

室内用手すり支柱で自在ジョイント、Lコーナー使用時
は支柱の1本使い不可。

BFエンドキャップに無理な力が加わるような箇所には
施工しない。体重をのせたり、握って押したり引いたり
すると脱落・転倒の原因となる。

室内用手すり支柱１本とベースソケットを併用する
際は、ピッチ500mm以内とする。

BFエンドキャップ

転倒・転落を防ぐため、階段などの段差付近や足元が滑
りやすい場所では、必ず手すりを連続させる。
手すりが途切れていると、万一の転倒時エンドブラケット
や手すり端部に予期せぬ荷重がかかる恐れがある。

転倒・転落時、不意に掴む恐れのある箇所には、エンドブラケット
金属カバー付（BD-64、BE-64）を使用する。

BD（E）-01

BD（E）-36

BD（E）-46
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